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地質調査所初期の地磁気観測

百年史の一こま(1)

佐藤博之(地質部)

亘iroyukiSAT0H

昭和57年(1982)は地質調査所創立百年にあたって丁

度国際地球観測百年と一致し国内の各機関において地

球観測についての回顧や記念出版物の発行が行われた.

これらの中の1つとして地磁気観測について史的展望が

あり(測量･地図百年史編纂委員会,1970;地磁気観測所,19

83;杉浦,1983)筆者もまた地質調査所における地磁気

観測について簡単に述べたことがある(佐藤1983).

｢地質調査所百年吏｣の出版が機縁と在って第1回極

年(国際地球観測年の前身)における地質調査所の地磁気

観測カミｰ殻にも知られ前記の各機関で作成された史的

展望の中でも顧りみられる様になった.しかし詳しい

内容についてはまだ知られていない･そこで乏しい資

料の中から地質調査所の創立当初に現れ光芒の様に

消えてしまった地磁気観測について国内の状況をから

ませながら瞥見してみたいと思う.

日本における地磁気観測前史

地磁気の観測特に偏角の測定は航海や測量において

最も重要である｡日本においては既に慶長18年(1613)

頃から海(船)上でも偏角の測定が多く行われていたと言

うし元禄7年(1694)には谷泰山が高知で偏角の測定

をしていた(地磁気観測百年史に引用の今道周一,1956によ

る)･更に興味あるのは伊達政宗の墓所の再建にあたっ

て副葬品として出土した磁気コンパスである.加藤

愛雄教授は政宗がこの磁気コンパスを愛用していたもの

と推察し彼が築いた仙台城陸奥国分寺薬師堂大崎

八幡神社隠居所の若林城の方向などから仙台におけ

る当時の偏角は東偏であり1601年から1607年頃は6.8～

6.Eで1627年で7.Eであったと結論した(加藤1983).

伊能忠敬の全国測量は寛政12年(1800)の北海道から

始まったのであるがすでにその頃は洋学によって磁針

に偏角があると言う知識が入っていた･このために忠

敬は軸受けに水晶を利用するたどと羅針盤を改良して精

測し磁針偏差は日本では狂いと結論した･現在は当時

の江戸では偏差はOであったらしいことが分かっている

カミ忠敬は偏差の永年変化と場所による変化に気付か

ず日本全土の偏差はないものとして地図を作成した.

ただし彼は火山岩の多い地方における局地的異常を知っ

ていた.

荒井郁之助はそれから約60年後の万延元年(1860)に

江戸の磁針偏差は3.11fWで明治15年(1882)には4.

24∫Wの偏差を実測している.更に彼は忠敬の時代で

も日本全国が偏差が無いと言う理はなく前後18年の測

量の時期にわたって偏差が変化しなかったと言うことは

ないと批判している(荒井1882)･

明治元年12月静岡藩カミ将校養成の為に設立した沼津兵

学校には優秀校教授達がいた.明治2年に彼等は磁針

偏角の観測を行い概数として酉偏3切値を得たと言わ

れる(藤井1959)･

地質課お雇い外人シュットとナウマンによる

地磁気観測

明治13年6月1目から2年間の契約でシュット(o.

ScHむTT)カミ地形担当として地質課に所属することと放つ

だ.彼については国籍はイギリスになっているが詳

しいことはほとんど判っていないのが現状である･

明治12年8月に1年の予定で一旦帰国したナウマンは

欧米各国の地質調査の状況を調査し地形部門を担当す

る技術者を探し出す様に依頼されていた･併せて内務

少輔品川弥二郎から調査上必要な諸機械物品の購入を

命じられていた･この様にして13年6月1目に雇傭契

約を結んだのカミシュットでありナウマンのそれは6月

15目だった.後年のことを考えるとナウマンは自己

の員本地体構造論を証明するために地磁気観測も出来

るシュットを見付けたに違いない･r地質調査所沿革

及事業｣の中でシュットとナウマンが明治13年9月に

来着したことに狂っているが後述の様にシュットは8

月9目から東京で観測を行っているので少なくとも

シュットについての9月来目説は誤りである･

シュットは8月初めから11月にかけての地磁気観測結

果を当時横浜でドイツ人の間で発行されていた学術誌

のMittei1ungendeutschenGese11schaft茄rNatur-

mdVδrkerkmdeOstasiensに発表した(Sc鮒TT

1880)･翌明治14年には伊香保と目先の間を測量し等

高線入り地形図と共に6カ所で地磁気偏角を測定してい
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ナウマンと決斗沙汰もあったとも伝えられてい

る(斉東野人1927).2カ年の契約満期の4

ヵ月前の明治15年1月13目農商務卿から次の

伺いが太政大臣に出されている.

外国人偏満期前解約の義に付句

当省傭農務局地質課地形係ヲットｰ･

シュット義明治十三年六月一目ヨリニケ年間

傭使契約当明治十五年五月片一目満期解職ス
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第1図シュットの地磁気観測報告(ScHUTT,1880).

る(Sc前TT,1881)｡彼の最後の仕事は明治15年に発

表した富士山の地形でこれも地形図を付して発表し

富士山の標高を3,787mとしている｡これは前年7月

28目登山した結果と記されておりこの値は当時多くの

人が測定した値と現在の3,776mと比べてみても優秀

な値である.これが印刷(Sc前TT,1882)された時は

彼はすでに帰国していた.なお7月28目登山は神足

勝記回顧録の目付と一致し登山の一行は神足勝記阿

曽沼次郎シュットイタリア代理公使ランチャｰレス

だったことが知られる.

シュットは仕事熱心な人だったらしく20万分の1地

形図のr東京｣r甲府｣r上田｣r富士｣ほか4と40万

分の1r予察東部及び中部｣に従事したことが知られ

地質課測量部門の若手養成に務めた.しかし一方では

1985年7月号

願は同目を以って何ノ趣聞届侯條其省定約

金ノ内ヲ以テ支弁スヘシと裁可された.彼

の月給は360円であり日本政府は1ヵ月分の

俸給節約が出来た.帰国後の彼の消息につい

てはまったく知られていない.

以下シュットの地磁気観測旅行については

彼の報告(ScHむTT1880)と上條(1983)中の神

足勝記回顧録とを照合した結果である.

さて日本に到着したシュットは8月9目から

9月1目まで東京でテストをくり返した.そ

の年の作業状態は彼の第!回の報告に詳細述べ

られている.観測のし方補正計算式などは

後年の関野(!886)に報告されているのとほぼ

等しいのをみるとこの時の機器や方法が明治

15･16年の関野及び神足による磁気観測と同じであった

ことが分かる.先ずシュットの使用した観測機器はベ

ルリンのカｰノレ･バンヘノレグ製であったことか記されて

いる.前述のようにこの機器はナウマンがドイツで

購入して持って来たことになる.ただし後年この機

器が2台あったことにたっているので最初から2台だ

ったのか後で1台追加注文したのかは明らかで狂い.

この機器は運搬の便のために約1尺立方の小函内に全部

カミ納められていたので携帯用磁力計と名づけられた.

全体では普通の経緯儀と似ていたと言う.三脚の上に

水平に台を置いて周囲に目盛りが刻まれ測微計があっ

て望遠鏡をつけるY宇柱があった･水平台に載せる

傾度計偏差計地平力計の装置があったと関野(!8

86)は詳しく装置と観測法補正法を説明しているカミ

シュットの報告もほぼ同様である.�
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東京では工部大学校や築地でテストをくり返した後に

9月から旅行することとなった.一行はシュット関

野修蔵大川通久神足勝記阿冒昭次郎沢村幸得

倉田吉嗣と言う地質課地形部門のベストメンバｰである.

関野について筆者はかつて紹介したことがあるが(佐藤

1983)その後生まれは麹町富士見町の福島藩江戸屋

敷で貢進士名簿に岡野とあるのは明らかな誤植であり

昭和4年に没したことが令孫明一氏の御教示で判明し

た.約2ケ月にわたるシュットの現地指導によりこの

間に地磁気観測も行うナウマンの狙いも秘められていた

と推察される.

測量機具の荷造りをすませた後9月16目一同は銀座

で洋食の会食を行い壮途を祝った･17目早朝下板橋に

集合した一行は測量をしながら戸口ヨ橋を渡り大宮で中

食.上尾･桶川を過ぎ鵜ノ巣の鈴木屋に泊まった･

この目の行程は12星43丁53間だった･

19目には新しくお傭い外人ミラヘック(お傭い外国人の

名簿にはみつからなく今の所不明)が加わって20目には

板鼻の木島屋に泊まった.翌21目に板鼻で第1回の地

磁気観測を行った､これはシュットの報告に記されて

いるだけで神足回顧録には地磁気観測のことは記され

ていない.地形測量の方が急務だったのであろう･

21目は安中22目の松井田23目坂本と過ぎ24目碓

氷峠にかかる･25目には追分の油屋に着いた･油屋

は徳川初期の開業になる旅館で今でもその名を止めてい

る.翌26目は朝は快晴だったので神足大川関野

ミラヘックは浅間山へ登った.シュットはこの間に地

磁気観測を行っている.27目には大川関野阿冒沼

はここから別れて海のロペと南下して行った.シュッ

ト神足倉田沢村は和美峠を越えて群馬県に再び

入り下仁田を経て10月1目磐戸で観測10月3目には廿

楽郡熊倉で観測を行い4目には余地峠を越えて再び長

野県佐久郡に入り5目には海ノロ富士屋と言う宿に一

泊して翌日観測を行った｡こうしてみるとこのコｰ

スは明治8年にナウマンカミフォッサマグナを見いだした

時のコｰスにピッタリで地形測量をそれにからませ

第2図

シュットが8月9目東京で地磁気観測している記事

(Sc亘UTT,1宮80).

たに過ぎないことが分かる･一行は更に千曲川をさか

上り10月9目梓山村(現川上村梓山)で農家に宿をとっ

た.ここは貧しい所で夕食はジャガイモとナスだけで

神足と沢村は一つのふとんにくるまって寝た.10目は

十文字峠(海抜2,010m)で夜営して次に秩父郡大滝村

に入った.12目には三峰神社の神官宅に一泊して丁重

底待遇を受ける･そして秩父川をゆっくりと下って行

き18目には武甲山の頂上に立った･ここは現在石灰

石の採掘が盛んに行われている所である｡

一方シュットによると10月20目に大宮で地磁気観測を

行ったことに放っている.秩父は昔大宮と呼ばれてい

たので東北本線の大宮でなく秩父にいたものと思われ

る.やがて一行は南下して青梅街道に入り10月26日

原で27目から28目にかけて丹波山で地磁気観測を行っ

た.原は現在奥多摩湖の湖底に沈んでいる村である･

11月1目甲府に入り正午頃柳町四丁目の大黒屋に投宿

その晩は久し振りに宴会をした.翌2目は甲府で地磁

気観測を行っている.

上條(1983)では神足は測量を続行しながら東海道に

出て帰京の途につき11月16目には午前6時45分八王子

を発して12星12丁43間を経で午后2時下六番丁の自宅に

ついたこととたっている･小田原八王子間の径路は

記されていない｡

一方シュット(1880)によれば11月3目浅原(現在中

巨摩郡若草町)1!月5目下山(現在南巨摩郡身延町)11月

7目三島と富士川沿いに下り11月8目箱根11月9目

小田原そして11月20目には再び東京で観測を行ってい

る.これらは全て偏角だけの観測だった･二人は小

田原まで同行しシュットはそのまま帰京し神足は北

廻りで遅れて帰ったらしい.

これらのルｰトを見ると明らかにフォッサ･マグナに

焦点が合わされていたことが分る.しかし地磁気観測

カミどの程度神足･関野に教授されていたかは分からな

い.また磁気観測が地質課の業務として果たして位置づ

けられていたかは疑しい.Sc前TT(1880)には業務で

地質ニュｰス371号�
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第3図

明治13年の神足とシュットの行程.

�

○宿亨白地

◎観測地

��

あることも神足らの名前も出て来ない.重要なのは三

島と箱根の観測から富士山の影響の可能性を指摘してい

ることであろう｡しかし当時でも識者はこの観測を地

質課の仕事と認めていた･山陰一生(1885)は調査所

設立以来5年の成績の一つとしてシュットの報告を挙げ

以上ノ書名煩冗ヲ厭ハス之ヲ隻二登録ス蓋シシュッ

ト氏ノ書ノ如キノ･特二究理学者ノ参考ス可キモノナレ

ノ･ナリ

と評価している.

次の目光一伊香保間の報告で6カ所の観測が付けられ

ているのは前述の通りである.ただし全部の地点で偏

角だけの観測だった.

明治15年5月2目にナウマンは地震学会でNoteson

secularchangeofmagneticdeclinationinJapanと題

して講演した(NAUMANN,1882)･彼は明治13～14年の

1985年7月号

2年間に地質調査に際して地磁気観測カミ行われこれら

の結果はMitthei1ungenderostasiatischenGese11sch-

aftに印刷されていると述べている.これはシュット

の報告を指している.更に明治14年にはナウマン自身

が助手の援け(名前は挙げられていない､後の方で関野が文

化元年上皇図にある高橋景保の偏角0の翻訳したとあるので関

野も含まれていることは充分想像される.また明治14年8

月には西山正吾も奥羽山脈を越える54kmの調査をした)を借

りて約4ヵ月にわたり約400里の観測を行ったと述

べている(定夫としては西山惣吉と柳沢甚五郎が従っている.

西山の履歴書では14年5月20目付で千葉県外県外9県及び青

森県外8県に随行命令が出ている･柳沢のは5月17目付であ

る.).彼はこれをf1yingsurYeysと言っている.そ

して概略ではあるが西偏4}5｡の等偏角線図を作成した一

夏に忠敬が太平山と岩手山に引いた方位線に基づいて

本州北部における忠敬の時代の1.EO.1.Wの等偏角�
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第4図

ナウマンの等偏角線図

���乎��㈩�

線を引いた上で忠敬が江戸の深川から各方向へ引いた

方位線を白石直治が再検討した結果忠敬の当時の江戸

での偏角は1.2∫Wだったとした.同様の試みは荒井

(1882)も行っている.ナウマンは最後に今後目本の各

地を地質調査するに際して忠敬の引いた方位線を再測

することによって忠敬の時代と現在の磁気図が作られ

るであろうと結んでいる･ナウマンの講演に対してク

ニッビングが討論に立ったが対象は主にナウマンが概

略的に引いた4㌦5.Wの等偏角線についてであった.

忠敬の時代の偏角については保柳(1968)は当時は

日本列島中央部をやや東西に横断してO｡の地帯があり

その北部は酉偏南部は東偏の傾向があったのではない

かとの舜が起こる･そしてこの偏角の度を正確に推定

することは難しいと述べている.ナウマンの推定した

忠敬時代の偏角0｡の分布は大分違っている様であるが

ともかくも明治14年にナウマンが全国を飛び歩いて概

略の地磁気図を作ろうとした点は明治15-16年の地磁

気観測の伏線として評価される･第4図を見るとナウ

マンが何とかフォッサ･マグナの影響を表したかったの

では泣かったかの希望カミうかがわれる｡

明治15年第1回極年における地磁気観測

第1回極年における地磁気観測については昭穐57年

国際地球観測百年を契機として杉浦(1983)が水路部

について地磁気観測所(1983)が工部省と内務省につ

いて詳しく述べているのでこれらによっに簡単にまとめ

ることとする.

第1回極年についてはすでに明治8年(1875)にオｰ

ストリアの北極探険家カｰノレ･ウェイブレヒトによって

提口昌されたと言う｡これカミ12年(!879)ロｰマで開かれ

た第2回気象公会(Int.m.tiona1M･t｡｡1.gi.a1Congr.s｡)

に持ち出されそこで賛成された.その後14年8月ペ

テルスブルクの会合で翌1882年8月1目から1883年9

月1目までを後に言う第1回極年(Po1arYea･)とし

て極地方を中心に地磁気･極光･気象の国際協同観

地質ニュｰス371号�
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側を行うことか決められた･極年は後の国際地球観測

年である｡

我国もこの極年に参加したのであるがそのきっかけ

はフランスのベックレル(Artoin♀亘enryB亘｡QUEREL)

の勧誘によるものだった･彼は14年パリで開催された

電気公会(正式には第1回国際電気技術者会議で電気単位系の

統一を目的としたもの)で日本代表委員を委嘱されていた

がその縁故から当時のフランス駐在目本公使に日本も

これに参加して地磁気を観測するように勧告した.公

使は直ちに外務省に報電した.外務卿井上馨は工部卿

佐々木高行に協議し夜ところ工部省側では機器がない

との理由で一旦断った.そこで海軍卿川村純義に協議

した｡海軍卿ばこg実験は将来有益であることを認め

てその実施を水路部に命令し水路部長柳櫓悦は観象課

長磯野健海軍大尉に担当させた.そこセ同年11月1目･､

から観測に着手し10月16目に終わった.この間1･.カ

月に2回年目に観測し翌年その直接任に当たったのは

海軍大尉磯野健海軍少尉居崎政光海軍11等出仕伊藤

直温であった･場所は水路部構内南東隅の小室である

羅針盤試験室で北緯35.39-17"5東経139.44'57"と

算定されている･観測は偏差傾養地平磁針力につ

いて行われその結果は16年10月の観象雑誌第二号に公

表された･水路局の観測はその後も明治20年頃まで行わ

れその後は磁気測量事業となり定点観測は廃止された.

一方工部省側が断ったと言うのは水路局側の言い分で

あり地磁気観測所(1983)は以下の様に述べている.

ベックレルからの勧告書を受けた内務省の荒井郁之助

は工部省電信局と協議の上工部大学校の助教授であっ

た藤岡市助志田林三郎電信局3等技手吉田正秀内

務省地理局御用掛中村精男和田雄治を委員として工

部省用地に観測所を設け明治16年3月15目から地磁気

観測を開始した･使用された測器についての詳細な記

録はないが前記の人達による手製のものであった･

観測は毎日24時間毎定時観測を半年間その後は1目8

回観測を実施したもので地磁気連続観測の始まりと考

えられる･この極年の事業は主に和田雄治が担当した･

この観測結果は残念ながらほとんど残されていない.

わずかに残されているのは観測野帳2冊だけと後年の

KNOTT･目ヨ中館の全国磁気測量論文中に統計結果の図示

が引用され日本で行われた観測結果としては最も価値

あるものと賞賛された.また観測結果は外務省を通じ

て明治17年2月に仏国電気公会に送付されH.ベック

レルからは学士院の書庫に納めて丁寧に保存する旨の手

紙が日本公使にあった.

地理･電信両局の地磁気観測事業律極年が終了しても

継続された.それはパリ学士院から継続レた観測結果

の報告要請があったことによる様でこれが中央気象台か

ら地磁気観測所へと幾多の苦難を緩下現在まで発展する

ようになる.

関野修蔵と神足勝記による磁気観測

地質調査所の磁気観測は創立直後の明治15年8月から

開始された｡すでにシュットは帰国しており担当し

たのは関野修蔵(1852-1929)'と神足勝記(1854-1937)だ

った.このことにづいてはすでに簡単に触れたので

(佐藤1983)重複を出来るだけ避け要点だけと･し章を

改めて予察することとする･.なお当時磁気は鋸力(気)

と呼ばれ.内務省も同じであるが滋で統÷した一

先ず同時観測であるが明治15年8月から16年7月ま

での1年間毎月1目と15目に欧米各国と同時刻に観測

された･この期間は正しく第1回極年として各国に要

請された地磁気観測の期間そのものである.ただし前

述の各機関にくらべて観測の回数はかなり少なかった.

また定時観測にどんな機器を使用したかは明らかにされ

ていない.この結果は製表されて明治17年1月パリ

の万国電気公会へ提出された･そしてフランス学士院

に寄贈されることになったと我国の出席委員から知らせ

があったと農商務卿第四回報告は述べているが前述内

務省の記二拳:と照合すると我国から委員カ拙席していたと

は思えず外務省を通じて提出したのではなかろうか･

次に全国観測の方であるがこれは主に関野が担当し

た､明治15年には東京から奥州街道に沿って北海道に

渡り仙台から山形会津新潟を経て佐渡に渡り高崎

に至り石巻から仙台を経て東京に至った･神昆の方

は明治15年7月から長野福井石川岐阜県へ出張を

命じられこの中には6箇所を選んで磁気観測を行うこ

とが含まれていた｡この結果は明治十六年農商務卿報

告(第三回)に北半分の図カミ示されている(第5図).佐

渡のあたりの等偏角線はナウマンの影響を受けているこ

とが分かる｡翌年第四回報告の全国磁力団(地質調査所

百年吏や筆者の前回報告に所載)になると相当修正がな

されている.

明治16年は関野が担当したらしく神戸港から下関に

至り長崎熊本鹿児島四国に及び大阪から東海

道に沿って興津で終わった.道程を通計すれば約950

里である.

1985年7月号�
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第5図明治十六年農商務卿報告(第三回).

明治17年には翌18年にベルリンで開かれる第3回万国

地質学会議に出品するため全国地質略図以下6図カミ

作成されて送られたがこの中に全国磁力図が含まれて

いた･関野は地質要報明治十九年第壱号で磁力観測の

意図行程方法数値を示しているが緒言では以下

の様に述べている.

磁力観測記事

農商務一等技手関野修蔵

本局明治十五十六両年二於テ磁カノ観測ヲ施

行セリ比ノ事タルヤ爾後既二之ヲ廃ストイエ

ドモ然レドモ其ノ施行シタル観測ノ結果二至

リテハ公益トナルモノ少カラザルヘシ国テ今

之ヲ本報二掲ク

磁力観測要旨磁力観測ノ地質調査ノ業二於ケノレヤ最要

ノ関係アリ即チ磁石針ノ偏差二由リテ地形図調整ノ為メ

必要ナル子午線ノ真方位ヲ定メ又磁カノ強弱ト地殻ヲ構

造セル石質トノ関係ヲ講究スル等是ナリ就中鉄鉱及ヒ含

鉄岩石等ノ所在地方二於チノ･其ノ関係最モ大ナリトス是

本局観測ヲ施行セシ要旨ナリ

明治20年を過ぎると新技術による官営の製鉄所を作ろ

うとする論議がもり上って来た.明治25年に製鋼事業

調査委員会が設けられ7月に委員会により製鉄原料の

調査が議決された･次いで26年4月に臨時製鉄事業調

査委員会が設けられこの委員会の委嘱によって地質

調査所は直ちに各地の鉄山を調査することになった.

釜石を担当したのは大塚専一で彼は調査に関野を同行

し磁気探査を実施した･その報告は1万分の1地質

図と共に鉱量報告も委員会の期待に背かないものがあ

った｡これカミ目本における物理探査の始まりと言って

よいだろう.すでに関野が明治19年に強調したことカミ

実地で行われることになったわけである･以下大塚

(1983)の報告から関係分を示す.

鉄鉱床ヲ調査スルニ地質的関係印チ岩石相互ノ関係ヲ

明ラカニセサレノ･共性質ヲ測定スル能ハサルナリ

加之釜石鉄鉱ハ磁鉄鉱ナルヲ以テ摂カハ鉱石存在ヲ

推測スルニ必要ナルヲ以テ其観測ヲ施行セサル可カ

ラザレバ農商務技師関野修蔵氏大橋鉄山ノ鉄鉱露頭

ノ近傍二主要ノ点ヲ選ヒ磁力観測ヲ施行セラリタリ

ジカシテ余ハ同氏ノ観測線ヲ基トシテ鉱床ノ埋蔵セ

ラルヤノ疑ヒアノレノ地二之ヲ概測セント欲シタル

モ健二数所二磁力針ヲ装置スルヲ得タルニ止マリテ

其処ハ山岳険悪ナレノ･器械運搬及其装置二困難ニシテ

調ヘクシテ実行ス可カラザレバ磁力観測ハ健二大橋

鉄山ノ数所二実行シタノレノミ敬二其処ハ専心地質的

験測ヲ施行シテ鉱量及鉱床ノ性質ヲ験測シクリ関野

技師ノ磁力観測ヲヒサゴ沢元山及仙人峠近傍二於テ

実施セラレタルモノヲ左二示ス(路)

地平カラ観測スルニ険悪ナノレ地形二社テハ之ヲ実施

スルニ困難ナルヲ以テ之ヲ施行セスシテ唯タ傾度及

偏差ヲ験測シタルモノナリ敬二磁カノ三原カノ中二

原カヲノミ畑ルニ止マルトイエドモ今観測セラレタ

地質ニュｰス37ユ号�
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第6図カイザｰの教科書に引用された等方位磁

力線図.(日本科学史大系vo1･14地

球宇宙科学p.122).

ノレニ原カラ観ルニｰ般二基タシギ不正ノアラサルノ･

観測地ノ周辺二吸磁力強キ鉄鉱床或ハ岩石ノ存在ス

ルヲ以デナリ然リトイエドモ佐比内峠ノ上二於テ観

測シタル傾度及偏差ハ地下二元山鉄鉱床ノ佐比内二

連ナルヤヲ少ヤ謹スル二足レリ

傾度及偏差ハ釜石鉄山地質図二於テ其観測シタルノ地

二之ヲ示ス地質的鉄鉱床ヲ探験調査スル二種々ノ方

法アリトイエドモ磁鉄鉱床ヲ探験スルニ最モ必要テ

ルハ携帯スル所ノ磁針ノ偏差渓潤二流出スル砂礫中

二磁鉄鉱礫アルヤ……(以下路)

しかし折角の磁気探査もこれだけに終わり関野も測

量本来の業務に多忙となって完成させるに至らなかった･

磁気探査が再び脚光を浴びるのは明治31年の的場中(的

場1901)の解説と大企8年(1919)京都大学山田賀一によ

る兵庫県高野鉱山における磁鉄鉱探査以来のことである

(編輯委員会1948).

地質調査所における明治初期の磁気観測の

まとめ

以上述べて来た地質調査所発足当時の磁気観測につい

て多くの興味ある問題を引き出すことが出来る.

先ず最も問題となるのはナウマンの影である･ナウ

マンは地磁気添地質構造と密接放関係にあると信じてお

りそれを世界各地で証明したと言明した(中村!930)･

この考えは恐らく彼の地質学者となった最初から頭の中

にあったに違いない･明治12年に休暇で帰国するに際

し地形技術者の傭い入れと測量器具の購入を委嘱され

た.多分好機とばかり探し出したのカミ地形測量と共に

磁気観測の出来るシュットである購入器具の1つカミカ

ｰル･バンヘノレグの携帯磁力計である.もちろん目的は

1985年7月号

フォッサ･マグナの証明だった､来日したシュットを

トレｰニングを兼ねて派遣したのが彼がかつてフォッ

サ･マグナの感銘を受けた追分から甲府へ抜けるコｰス

であり富士川流域だった.明治14年にはナウマンカミ

白ら全国を飛び歩きシュットは関野と神昆に技術を伝

えただけで帰国した｡次のチャンスは第1回極年であ

る.この情報は休暇中にすでに知っていたと思われる､

ベックレルからの要請が農商務省に入ったとの記録はど

こにもたい･ナウマンは前から極年のことを上層部に

説いたに違い粗い.極年の要請は世界各地における同

時観測である.ナウマンの狙いは同時観測よりも全

国各地観測だった･彼の熱心さは上層部に容れられた

がそれは月2回の貧弱なるものであった.万国電気公

会に提出されたのはいはぱ言い訳である.農商務卿

報告第二回と第三回報告には磁力観測が行われたことだ

けカミ述べられ第四回報告に漸やく

欧米各国同時二磁カノ観測ヲ為シ其変化如何ヲ測定

セン為施行セシモノニシテ本所員ヲシテ本業ノ余暇之

二従事セシメｰ･･

となってるに過ぎ校い.前述関野の磁力観測要旨にも

国際協同観測には一言も触れられていない･ナウマン

にとっては国際共同観測は副次的なものだった｡

全国地磁気観測の結果はナウマンが期待した通りフ

ォッサ･マグナ地域で地磁気の等位線が著しく屈曲する

ことを示した.ナウマンは早速これを引用して彼の

フォッサ･マグナの証拠とした.この時の図面が後に

カイザｰの地質学教科書にも引用されたのは有名である.

しかしナウマンが未だ日本を離れない中に原目ヨ豊吉の意

見が起り始めその後のノットと田中館の観測の結果も

あり地質調査所の中でも関野らの磁気測還の結果は否

定される様になる.佐川(1936)はナウマンのフォッ

サ･マグナの意義を大いに認めた上で

氏は地形測量の序に地形課員をして磁力測定を校さ

しめた.其結果場所によりて異常なる変化が認めら

れた.之は地質殊にフォッサ･マグナと関係あると

の者を起し之を唱説した.然し後の専門家の測定

によれば此の如き関係は認められなかった･

と述べた.

明治18年に万国地質学会議に提出された実物は残って

いない.農商務卿第四回報告の付図として磁力観測路

図があるがこれには経緯線があって縮尺が示されてい

狂い.実物を見た唯一の記録が山陰一生(1884)であ

る1これには原図として使用したのは明治13年地方官

会議(明治13年2月5日第3回地方官会議議長伊藤博文)の際�
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佐藤博之

第7図

明治18年万国地質学会議に提出された全国地質絡図等の地形基図.

(明治12年12月内務省地理局地誌課国立国会図書館所蔵).

地理局で刊行したものをそのまま用い地名は漢字で題

字は洋学であると言う･これに相当するものは内務省

地誌課明治12年12月石版刷彩1鋪r大目本府県管内

図｣である(測量･地図百年吏p.391)･161.2×171.2cm

86万4千分の1でこのスケｰルは伊能忠敬目本全図小

図の半分である一しかし実際は｢大目本府県管轄図｣

である.図の中に郡区一覧表があるが北海道の分は省

略されており図でも渡島半島の一部しか示されていな

い.白図のような図に主要山岳の位置河川裁判所

電信局鎮台警察署都市･村･県･郡界･交通綱な

どが示され地形の表現はなく薩隅諸島沖縄県が分

図ではいっている.

山陰一生(1884)は

本年秋独国伯林府二於テ万国地学会アリ同会ニハ六個

ノ地図及移多ノ標品ヲ出品セラレタリ予諾品ラｰ覧ス

ル二目本地質概測図目本火山及温泉分配図工部大学ミ

ノレン氏地震分配図課員関野修蔵目本全図磁針方位ノ差

違調査所出品目本高低地図フェスカ氏甲州土性地図ナ

地質ニュｰス371号�
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リ其他数品アレモ髪二省路ス……(中略)……今末段二

関野修蔵氏ノ目本磁針差違分配図二付数言費ヤサザル

ヲ得ス比ノ図ハ各地方二体リ磁針方位ノ差違ヲ示セシ

モノナリ針差ハ天象二関係アリ又地下ノ岩石二影響サ

バサルトアソテザイト

ルルコト少ナカラス就中玄武石富士石等ノ如キバ磁

鉄鉱ヲ多ク含ヲ以テ祓針二其勢カラ及ボスコト典例索

遡及印度二少ナカラス関野氏ノ図二拠レハ盤城国近傍

拝二陸奥二於テ針差極度二達セリ磁針ト岩石トノ関係

如何ノ･予兆図二体リ判断スルコト能ハス

と記されている.

全国磁気地観測は東京大学のノットと田中館愛橘によ

って追試されることとなった.彼等はこれだけでは日

本の地磁気分布について結論出来ないと考え新しい計

画を立てた.主要な点は観測点の分布を均等にするこ

とと出来るだけ短期間に全国をカバｰすることである.

彼等の批判は測点の配置に粗密カミあり実測の期間が長

い点にあった.観測は明治20年6月に始り10月に終了

した･その結果はフォッサ･マグナ地域には著しい屈

曲はみられないとしている.ところが明治24年10月28

目の濃美地震のため磁気観測はさらに推進されること

となり田中館愛橘と長岡半太郎がこれにあたった.

その結果(田中館･長岡1892)は明治20年と24～25年

間の変動は水平分力の変化は一様であるカミ明治16年の

関野の観測との差は著るしい.この16年から20年の変

化は激震の前兆だろうかと控え目に述べている.

一方釜石鉱山における磁気探査もその後長く世間か

ら忘れられた･これは大塚の調査結果が新しく220万

トンの鉱鉄量の鉱床を発見したと伝えられ小藤文次郎

までが東洋学芸雑誌で賞讃した(小藤1892).しかし

大仙鉱山(大は大塚の大)と名付けられたその鉱床は遂に

目の目を見たいで終りせっかくの磁気探査もその余波

を受けたのは残念のことであった.

近代目本における地磁気観測(測量)については地

質調査所海軍水路部内務省と工部省(気象庁磁気観測

所に引き継カミれ現在に到っている)匁どとそれぞれ独立して

行われ観測の形態も定時観測野外磁気観測と多様で

あった｡その中で地質調査所はナウマンのフォッサ･

マグナの証明を願に込め租がら明治13年の早くから取り

組み明治15年には第1回極年を利用しながら組織的事

業と発展させ更にそれを磁気探査にまで進めたが後

続を得ないで終ったのは残念なことであった.しかし

新技術に挑戦して成果を出し国際舞台へ進出した関野

修蔵と神足勝記の業績はその後の日本の地磁気観測の

先駆的たものとして高く評価されるべきであろう.

1985年7月号
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